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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

静岡浅間神社静岡浅間神社

「おせんげんさん」には４社56の神が鎮座しています。神域には大勢の神々がくにたみの安全を守ること悠
久2000年、人は所願成就を祈願し、ご神徳により心を癒し、鏡池で憩い、古墳で古代人のロマンに触れ、七不
思議に心弾ませ、「七つ前は神の子」と云われる子供達が笑み笑み無邪気に遊ぶ。まさに庶民のエル・ドラー
ド。生の恵みと和み豊かなところに爽やかな朝明の風がそよと吹く。　　　　　　　　　  （八木春馬）

楼 門

大 木 と 遊 ぶ 子 供 達賤 機 山 古 墳鏡 池
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令
和
３
年
度
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静

岡
市
（
一
般
社
団
法
人
静
岡
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
の
第
11
回
定

時
総
会
が
、
令
和
３
年
４
月
30
日

（
金
）、
は
ー
と
ぴ
あ
清
水
の
多
目

的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
度
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
書
面

決
議
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
一
堂

に
会
し
て
の
総
会
は
２
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。
感
染
予
防
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
会
場
は
席
の
間
隔
を

あ
け
、
出
入
り
口
を
開
放
し
て
換

気
を
行
い
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク

着
用
な
ど
の
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、（
１
）
遠
藤
日
出
夫

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
会
長
の
開

会
挨
拶
に
引
き
続
き
、（
２
）
来

賓
祝
辞
を
次
の
お
三
方
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。
杉
山
友
章
静
岡
市

保
健
福
祉
長
寿
局
長
、
山
根
田
鶴

子
静
岡
市
議
会
副
議
長
、
三
重
野

隆
志
静
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
、（
３
）
遠
藤
会
長
が
議
長
に

就
任
、（
４
）
議
事
開
始
と
進
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
時
総
会
に
提
案
さ
れ
た

議
案
は
、
第
１
号
議
案
令
和
２
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
第

２
号
議
案
令
和
３
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
、
第
３
号
議
案
役

員
の
選
任
の
３
議
案
で
す
。
内
田

事
務
局
長
か
ら
議
案
の
提
案
説
明
、

伴
野
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
遠
藤
議
長
か
ら
議
案

の
承
認
を
求
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
の
議
案
も
提
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

  
令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

　
　
　
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　
　
　
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　

定
時
総
会
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
各

単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
あ
て
に
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
今
回
交
代
さ
れ
た
役
員
の
皆
さ
ま

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
①
退
任

理
事
：
小
谷
郁
夫
・
吉
野
ち
よ
み
、
②
退

任
監
事
：
伴
野
文
子
・
朝
倉
隆
弥
、
③
新

任
理
事
：
豊
島
彰
司
・
西
ヶ
谷
光
男
、
④

新
任
監
事
：
鈴
木
健
仁
・
川
島
喜
示
栄
。

退
任
の
皆
さ
ま
こ

れ
ま
で
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
任
の
皆
さ
ま
こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　
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　　　事業名 実施日 場所 予備日
定時総会 4 月 30 日（金） はーとぴあ清水

新任会長研修会 7 月 2 日  （金）　 はーとぴあ清水

女性リーダー研修会 7 月 21 日（水） 中央福祉センター

輪投げ大会 8 月 31 日（火） 北部体育館

グラウンド・ゴルフ大会 10 月 4 日（月） 松富スポーツ広場 10 月 11 日（月）

シニアクラブ大会 10 月 6 日（水） 清水文化会館マリナート

会員交流ウォーキング 11 月 26 日（金）　 長野・下諏訪

ペタンク大会 12 月 3 日（金） 清水庵原球場第２球場 12 月 10 日（金）

令 和 ３ 年 度  主 な 行 事 予 定令 和 ３ 年 度  主 な 行 事 予 定
市老連

　　　事業名 実施日 場所 予備日
輪投げ大会 6 月 23 日（水） 中央体育館

グラウンド・ゴルフ大会 8 月 12 日（木） 中島浄化センター 多目的広場 8 月 19 日

ペタンク大会 9 月 16 日（木） 会場未定 9 月 30 日

スポーツ大会 10 月 21 日（木） 中央体育館

葵区・駿河区合同作品展
11 月 17 日（水）
    ～ 21 日（日）

市民ギャラリー

葵区・駿河区芸能発表会 令和 4 年 2 月 1 日（火） 市民文化会館

　　　事業名 実施日 場所 予備日
グラウンド・ゴルフ大会 ５月 26 日（水） 松富スポーツ広場

輪投げ大会 ６月 22 日（火） 中央体育館

ペタンク大会 ９月 17 日（金） 松富スポーツ広場 9 月 22 日

スポーツ大会 10 月 22 日（金） 中央体育館

葵区・駿河区合同作品展
11 月 17 日（水）
～ 11 月 21 日（日）

市民ギャラリー

葵区・駿河区合同芸能発表会 令和 4 年 2 月１日（火） 市民文化会館

葵　区

駿河区

　　　事業名 実施日 場所 予備日
クロッケー大会 5 月 25 日（火） 清水総合運動場陸上競技場

輪投げ大会 6 月 29 日（火） 清水総合運動場体育館

ボウリング大会 7 月 8 日（木） 狐ヶ崎ヤングランドボウル

リフォーム＆コンサート 8 月 29 日（日） はーとぴあ清水

グラウンドゴルフ大会 9 月 17 日（金） 新興津緑地公園多目的広場 9 月 24 日

スポーツ大会 10 月 21 日（木） 清水庵原球場第２球場 10 月 28 日

清水福祉総合文化祭 作品展 11 月 12 日～ 15 日 はーとぴあ清水

芸能発表会 令和4年1月18日（火） 清水文化会館マリナート

清水区
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５
月
10
日
・
11
日
北
部
体
育
館
、

17
日
・
18
日
清
水
総
合
運
動
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
日
程

も
開
催
出
来
ず
、
今
回
は
待
ち
に
待

っ
た
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
日
20
～
30
人
の
地
域
の
ペ
タ
ン

ク
指
導
者
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
井
上
ま
ち
子
日
本
ペ
タ

ン
ク
連
盟
上
級
指
導
員
・
鎌
野
稔
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
理
事
の
お
二
人
で

し
た
。

　

講
習
会
も
３
回
目
の
開
催
と
な
り
、

今
回
は
審
判
員
と
し
て
必
要
な
競
技

規
則
全
般
の
講
義
が
中
心
と
な
り
ま

し
た
。
日
頃
地
域
で
ペ
タ
ン
ク
の
練

習
を
し
て
い
る
際
に
生
じ
る
疑
問
点

に
的
確
に
対
応
で
き
る
知
識
や
計
測

時
の
具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
実
技

も
交
え
て
の
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
規
則
は
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
地

元
の
練
習
会
で
す
ぐ
活
用
出
来
る
こ

と
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
」

（
清
水
区
朝
倉
雪
枝
さ
ん
）
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る

ペ
タ
ン
ク
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る

活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　

計測の手順も詳しく教わりました

鎌野講師による講義

井上講師による実技指導

　

な
お
今
回
は
日
本
ペ
タ
ン
ク
連
盟

の
検
定
会
も
行
わ
れ
新
し
く
公
認
Ｃ

級
審
判
員
31
名
が
誕
生
し
ま
し
た
。
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活 動 紹 介 《 葵 区 》活 動 紹 介 《 葵 区 》

　梅雨の晴れ間、北に竜爪山・南に安倍城址を眺めなが
ら安倍川河川敷を利用した松富グラウンドで開催した。
去年１年間はコロナでグラウンド・ゴルフ、ペタンクは
活動出来ずじまいでした。
　今年は、例年より縮小し開催することになりました。
成績上位者（男女 24 名）は 10 月４日（月）に行われ
る市老連の大会に出場することになります。
　役員の皆様朝早くからお疲れ様でした。（松原 三郎）

　６月 22 日（火）静岡市中央体育館で
第 16 回葵区輪投げ大会が開催されました。
　コロナ禍の中、41 チーム・164 名が
梅雨空のもと体育館に集合９時 30 分競
技開始。ひさしぶりに広い体育館で体
を動かし、白熱した試合が多く見られ
ました。
　上位 14 チームが８月 31 日（火）実施
予定の市老連の大会に参加します。

（松原 三郎）

安東地区が上位を占める安東地区が上位を占める!!!!

女性の部

順位 地区 クラブ名 名前 スコア

優勝 賤機地区 松寿会 安部美甫子 57

２位 安東地区 シニアクラブ千寿会 岩崎　和枝 59

３位 美和学区 宮前クラブ 中村　勝江 59

男性の部

順位 地区 クラブ名 名前 スコア

優勝 安東地区 さわやかクラブ 狩野　雄飛 51

２位 麻機学区 麻丘クラブ 佐藤　潔　 52

３位 安東地区 さわやかクラブ 望月　昭治 54

実施日：

令和３年５月 26 日（水）

会場：

葵区・松富スポーツ広場

参加数：167 名

大
会
結
果

大
会
結
果

順位 地区 チーム名

優勝 美和学区 下与千寿会

準優勝 田町地区 長生会B

３位 中藁科学区 葉桜会

３位 井宮学区 平和二丁目あおい会

大会結果大会結果

第８回葵区グラウンド・ゴルフ大会

狙うぞ　高得点狙うぞ　高得点!!!!第 16 回
葵区輪投げ大会
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活 動 紹 介 《 駿 河 区 》　活 動 紹 介 《 駿 河 区 》　

　オリンピック開幕まで一ヵ月となった６月 23 日、駿河
区では輪投げ大会が開催されました。
　コロナ禍により、会場に見合った人数制限、観客動員
なし、大声禁止、昼食無し、素手禁止と今までにない大
会となりました。
　　参加チーム 40 チーム、総勢 160 名。各単位シニアク
ラブから選抜された競技者達が投げる一投、一投のパフ
ォーマンスは見事なものでした。
　上位 13 チームは、８月 31 日に静岡市北部体育館で開
催予定の市老連の大会で他の区の仲間と戦います。「駿河
区勝つぞ‼」の心意気で頑張ってください。（大石眞由美）

女性委員ハーバリウム作りに挑戦！女性委員ハーバリウム作りに挑戦！

順位 地区 クラブ名

優勝 長田東 丸子新田晁寿会

準優勝 富士見 登呂中部楽寿会

３位 東源台 中吉田盛寿会

３位 川原 川原長寿会Ｂ

大
会
結
果

大
会
結
果

　６月 11 日（金）の女性委員会で　「ハーバリ
ウム」作りに挑戦！ 皆さん工夫しながら草花を
瓶に詰めて、素敵な作品が出来上がりました。
　瓶（ペットボトルでも OK）、透明糊、造花が
あれば誰でも簡単にできます。前回は牛乳パッ
クを和紙で包んだ小物入れを作りました。

「委員会で覚えた事を各クラブの活動として会員
さんに広げ楽しんで頂けるように、これからも
身近にある材料で手軽にできる物を紹介してい
きます」と日野女性委員長から活力ある頼もし
いお言葉をいただきました。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

５
月
20
日
（
予
備
日
５
月
27
日
）
に
予
定
さ
れ

て
い
た
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
雨
天

の
為
、
８
月
12
日
（
予
備
日
８
月
19
日
）
に
延
期

さ
れ
ま
し
た
。

40チームの頂点は「丸子新田晁寿会」
第 16 回駿河区輪投げ大会
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活 動 紹 介 《 清 水 区 》活 動 紹 介 《 清 水 区 》

　例年より早い梅雨、延期で迎えた５月 25 日（火）。青空、白い雲、
爽やかな風、緑の芝生、素晴らしい大会日和でした。
　コロナ禍最中の大会ということで、全員がマスク着用、手指の消
毒。選手も地区男女で５名、16 コートに別れ１ゲームのみ。上位
３人が勝ち上がる時間短縮を考慮した大会運営でした。
　日傘をさす方もチラホラ、コートでは「カン！コン！」と甲高い
音が鳴り響いていました。（西ケ谷光男）

　6 月 29 日（火）、第 6 回清水区シニアクラブ輪投げ大会
が清水総合運動場体育館で開催されました。
　今大会は１ゲーム 2 セットとし 2 ゲームの総合得点を競
う時間短縮を考慮した大会運営でした。21 地区 37 チーム、
選手 148 名の熱戦の結果優勝は岡地区　岡 B チーム、準優
勝は不二見地区　不二見 B チームでした。（西ケ谷光男）

大
会
結
果

大
会
結
果

順　位 地区名 チーム名 得　点

優　勝 岡 岡 B チーム 433

準優勝 不二見 不二見 B 416

第 3 位 船越 南矢部 B 416

第 4 位 不二見 不二見 A 401

第 5 位 由比 由比 F 399

第 6 位 高部 天王町桜木会 395

90 歳以上記念メダル授与者

氏名 地区名 年齢

大田和章司 江尻 90 歳

増田　　茂 岡 90 歳

氏名 地区名 年齢

間宮ツユ子 入江 90 歳

佐野　　毅 船越 90 歳

優勝!! 優勝!! 勝澤俊男さん さん 池谷記江さんさん

由比地区連覇ならず由比地区連覇ならず!!!!

開催日・令和３年５月 25日（火）開催日・令和３年５月 25日（火）
会場・清水総合運動場陸上競技場会場・清水総合運動場陸上競技場
参加者・19地区・選手 94名・役員委員 49名参加者・19地区・選手 94名・役員委員 49名

第 12 回清水区クロッケー大会第 12 回清水区クロッケー大会

第 6 回 清水区シニアクラブ輪投げ大会

順　位 氏名 地区名

優　勝 勝澤　俊男 飯田

準優勝 池田　正明 蒲原

第３位 中村　哲治 不二見

第４位 久米　征一 浜田

第５位 小林　和夫 清水

第６位 梨本　敬一 飯田

順　位 氏名 地区名

優　勝 池谷　記江 高部

準優勝 天野　政江 江尻

第３位 森田　昌枝 庵原

第４位 清水まさよ 興津

第５位 小林　淳子 入江

第６位 武田　信子 駒越

大
会
結
果

大
会
結
果

男
性
の
部

女
性
の
部



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

山
梨
さ
ん
宅
へ
訪
問
し
た
の
は

梅
雨
入
り
の
翌
日
、
玄
関
先
で
明

る
く
出
迎
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

山
梨
一
さ
ん
は
昭
和
８
年
12
月

３
日
、
姉
弟
５
人
の
４
人
目
長
男

１
年
か
け
て
制
作
し
た
と
の
こ
と
。

作
品
は
当
時
の
清
水
市
に
寄
贈
し
、

清
水
港
船
宿
記
念
館
・
末
廣
に
展

示
さ
れ
て
お
り
、
皆
様
に
是
非
お

運
び
頂
き
た
い
と
話
を
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
地
区
活
動
に
積
極
的
に

参
画
さ
れ
、
会
員
に
ク
ロ
ッ
ケ
ー

の
先
生
と
慕
わ
れ
て
指
導
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
模

型
作
り
に
も
日
々
励
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

（
水
上　

康
行
）

と
し
て
生
ま
れ
、
小
学
校
を
卒
業

後
す
ぐ
叔
父
の
木
型
製
作
所
へ
住

み
込
み
で
奉
公
。
20
歳
で
独
立
し

木
型
職
人
一
筋
に
働
い
て
き
た
方

で
す
。
会
社
名
の「
マ
イ
ス
タ
ー
」

か
ら
も
、
山
梨
さ
ん
の
「
木
型
を

作
ら
せ
た
ら
誰
に
も
負
け
な
い
」

と
い
う
自
負
が
う
か
が
え
ま
す
。

以
来
、
後
進
の
指
導
、
木
型
組
合

業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
10
年
に
静
岡
県
優
秀
技

能
者
表
彰
を
頂
い
た
こ
と
、
組
合

代
表
と
し
て
国
際
会
議
に
参
加
し

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
と
話
を
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
は
会
社
を

息
子
さ
ん
に
任
せ
、
今
後
の
人
生

は
「
社
会
の
た
め
、
業
界
の
た
め

に
貢
献
し
、
若
い
人
た
ち
の
育
成

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
梨
さ
ん
の
趣
味
は
、
職
人
の

技
を
生
か
し
た
模
型
作
り
で
す
。

玄
関
や
応
接
間
に
は
所
狭
し
と
、

精
巧
に
作
ら
れ
た
日
光
東
照
宮
陽

明
門
、
平
等
院
、
五
重
塔
や
帆
船

な
ど
、
そ
の
繊
細
さ
に
は
た
め
息

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
自
信
作

は
、
清
水
港
と
縁
が
あ
る
咸か

ん
り
ん
ま
る

臨
丸

の
模
型
（
長
さ
１
２
０
cm
）
で
約
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

い
ろ
り
ば
た
会
（
富
岡
貞
江
会

長
）
は
会
員
と
共
に
羽
鳥
四
丁
目

自
治
会
の
み
な
さ
ん
の
健
康
寿
命

の
増
進
、
介
護
予
防
と
音
楽
会
な

ど
で
心
の
豊
か
さ
の
提
供
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
健
康
づ
く
り
・
暮
ら
し

の
包
括
支
援
な
ど
の
お
話
や
音
楽

会
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
・
ハ
ー
モ

ニ
カ
・
大
正
琴
・
手
回
し
オ
ル
ガ

ン
な
ど
）
で
の
う
た
ご
え
は
一
般

公
開
。
う
た
ご
え
の
大
好
き
な
人

達
で
会
合
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

「
富
士
山
」
を
、
終
了
時
は
「
今

日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
歌
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九「
よ

ろ
こ
び
の
歌
」
の
大
合
唱
も
恒
常

化
し
、
共
に
楽
し
い
時
間
を
共
有

し
て
い
ま
し
た
が
、
誠
に
残
念
な

こ
と
で
す
が
令
和
２
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
対
応
と
な
り
５
月
以
降
休
会

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
コ
ロ
ナ
時
代
に
高
齢
者
の
健
康

二
次
被
害
と
い
わ
れ
る
①
筋
肉
筋

量
、
②
歩
行
速
度
、
③
認
知
機
能

の
低
下
の
懸
念
が
発
表
さ
れ
ス
ポ

ー
ツ
庁
よ
り
そ
れ
ら
の
予
防
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
を
参
考
に
10
月
よ
り

柳
坪
公
園
あ
お
ぞ
ら
活
動
で
音
楽

演
奏
会
・
輪
投
げ
な
ど
を
室
内
で

は
入
口
で
検
温
、
手
消
毒
・
マ
ス

ク
確
認
し
会
員
限
定
で
三
密
を

避
け
な
が
ら
健
康
づ
く
り
、
包

括
支
援
・
交
通
安
全
な
ど
の
講

演
と
大
正
琴
演
奏
会
さ
ら
に
は

G
O
T
O
ト
ラ
ベ
ル
で
山
梨
県

へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
実
施
で
き
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
度
コ
ロ
ナ
禍
の
早
期

終
了
を
願
い
つ
つ
も
や
み
く
も
に

恐
れ
な
い
で
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

心
と
身
体
づ
く
り
と
、
そ
し
て
心

の
豊
か
さ
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

自
治
会
活
動
の
一
翼
と
し
て
行

動
計
画
を
続
け
ま
す
。

令
和
３
年
度
会
員
数
45
名
（
う
ち

13
名
新
規
登
録
者
）

服
織
学
区
　
い
ろ
り
ば
た
会
　
顧
問

服
織
学
区
　
い
ろ
り
ば
た
会
　
顧
問
　　
岡
本
　
茂

岡
本
　
茂

健
康
と
心
の
豊
か
さ
を
目
指
し
て

健
康
と
心
の
豊
か
さ
を
目
指
し
て

令和２年10月　社会奉仕柳坪公園花壇草取りの後の集合写真

令和3年4月　手回しオルガン演奏会の情景
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

小
鹿
親
和

会
は
５
年
ほ
ど

前
に
発
足
し
た

東
豊
田
学
区
で

は
た
だ
1
つ

の
ク
ラ
ブ
で
す
。

こ
の
学
区
に
は

小
鹿
、
池
田
、

聖
一
色
の
３
自

治
会
が
あ
り
、

以
前
は
そ
れ
ぞ

れ
に
３
つ
ほ
ど
の
老
人
会
が
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
10
年
ほ
ど
前

か
ら
加
入
が
減
っ
て
一
時
す
べ
て
の

会
が
解
散
し
、
学
区
連
合
会
も
消
滅
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
小
鹿

地
区
で
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
活
動
を
し
て

い
た
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
練

習
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
」「
対
外
的

な
試
合
や
発
表
を
し
た
い
」
と
い
う
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て

学
区
連
合
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
発
足
に
当
た
っ
て
は
区
シ

連
事
務
局
や
小
鹿
自
治
会
O
B
の
方
々

に
多
く
の
ご
助
言
や
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

小
鹿
親
和
会
の
活
動
は
サ
ー
ク
ル

を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
て
、
各
サ
ー
ク

ル
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

● 

踊
り

　

メ
ン
バ
ー

は
女
性
7
人

で
、
日
本
舞

踊
（
民
舞
）

の
稽
古
を
リ

ー
ダ
ー
の
市

川
澄
子
さ
ん

が
指
導
者
と

な
っ
て
月

に
３
回
活
動

し
て
い
ま
す
。

40
年
以
上
も
稽
古
を
続
け
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
30
曲
以

上
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
芸

能
発
表
会
の
舞
台
に
立
つ
の
が
楽
し

み
で
す
。

● 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

メ
ン
バ
ー
は
女
性
３
人
、
男
性
６

人
、
小
鹿
の
森
公
園
で
月
に
２
回
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
技
術
や
経
験
の
違
い

が
あ
っ
て
も
、
和
気
あ
い
あ
い
と
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
対
外
試
合
の

機
会
が
少
な
く
な
っ
た
の
が
残
念
で

す
。

● 

カ
ラ
オ
ケ

　

メ
ン
バ
ー
は
女
性
10
人
で
、
月
に
２

回
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
講
師
を
招
い

て
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
１
曲
の
課
題
を
家

で
も
練
習
し
て
披
露
し
て
い
ま
す
。
年

１
回
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
拍
手
喝
采

い
た
だ
く
の
が
目
標
で
す
。

● 

合
唱
　

　

メ
ン
バ
ー
は
女
性
26
人
で
、
月
に
２

回
の
練
習
会
を

開
い
て
い
ま
す
。

小
鹿
在
住
の
ピ

ア
ノ
講
師
青
島

真
理
さ
ん
の
指

導
の
下
、
童
謡

や
唱
歌
な
ど
の

叙
情
歌
を
２
部

合
唱
で
歌
っ
て

い
ま
す
。
芸
能

発
表
会
で
す
て

き
な
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
届
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

●
こ
の
ほ
か
に
全
体
活
動
と
し
て
「
総

会
」
と
「
演
芸
会
」
を
開
き
ま
す
。

　

東
豊
田
学
区
に
は
小
鹿
以
外
の
地

区
に
も
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
芸
能

活
動
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
は
所
属
ク
ラ
ブ
が
小
鹿
親
和

会
だ
け
で
す
が
、
他
地
区
か
ら
も
加
入

し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
考
え
て
い

ま
す
。

東
豊
田
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
小
鹿
親
和
会

東
豊
田
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
小
鹿
親
和
会

　
会
長

　
会
長
　
戸
塚
　
享

　
戸
塚
　
享

そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

令
和
３

年
度
ゆ
い

輪
投
げ
ク

ラ
ブ
会
員

募
集
し
た

と
こ
ろ
、
い

ろ
ん
な
理

由
で
退
会
、

継
続
す
る

な
ど
地
区

で
32
名
の
会
員
が
登
録
さ
れ
た
。
こ

の
メ
ン
バ
ー
中
心
に
、
一
年
間
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
活
性
化
へ
の
一
つ
の
武
器

と
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い

く
決
意
だ
。
毎
月
２
回
の
例
会
、
そ

の
他
、
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
の
練
習

も
複
数
回
参
加
し
、
会
員
同
士
の
熱

戦
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
２
回
の
地
区
大
会
の
開
催
。
個
人

賞
、
団
体
賞
な
ど
設
け
真
剣
な
表
情

で
、
普
段
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
て

い
る
。
特
に
団
体
賞
に
は
公
平
性
の

意
味
で
シ
ー
ド
選
手
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
配
置
し
、
他
の
選
手
は
抽
選
で
チ

ー
ム
分
け
し
ま
す
。
大
会
の
結
果
と

し
て
、
満
足
、
不
満
足
な
ど
会
員
の

表
情
は
様
々
で
あ
る
が
、
一
つ
言
え

る
こ
と
は
勝
負
が
終
了
し
た
後
は
、

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
こ
と
が
大
成
功
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
デ
ー
タ
管
理
し
、

成
績
の
良
い
会
員
は
、
み
ん
な
の
代

表
と
し
て
清
水
区
の
大
会
、
そ
し
て

静
岡
市
の
大
会
へ
参
加
し
ま
す
。

　

因
み
に
過
去
、
静
岡
市
大
会
で
優

勝
１
回
、
清
水
区
大
会
で
優
勝
３
回
、

準
優
勝
３
回
の
好
成
績
を
残
し
て
い

ま
す
。
由
比
地
区
「
輪
投
げ
強
し
！
」

の
声
も
少
し
は
聞
く
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
か
ら
地
元
に
輪
投
げ
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
８
年
目
を
迎
え
ま

す
。
先
輩
た
ち
が
築
い
て
く
れ
た
良

い
流
れ
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展

し
て
い
こ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
陰
で
運
営
を
し

て
い
る
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前

の
準
備
な
ど
尽
力
し
て
頂
き
、
感

謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、

会
場
の
交
流

セ
ン
タ
ー
職

員
の
皆
様
に

も
使
用
後
の

椅
子
な
ど
除

菌
、
後
片
付

け
な
ど
実
施

し
て
頂
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
み

ん
な
の
力
で
つ
な
が
り
一
切
が
開
か

れ
て
き
た
歴
史
を
実
感
し
て
い
る
昨

今
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
年
、
6
月
10
日
ゆ
い

輪
投
げ
春
季
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
28
名
参
加
さ
れ
た
。
結
果
、
団

体
優
勝
は
４
チ
ー
ム
の
中
で
B
チ

ー
ム
が
優
勝
。
前
半
B
チ
ー
ム
は

他
チ
ー
ム
に
比
べ
劣
勢
で
あ
っ
た
が
、

後
半
、
追
い
上
げ
栄
冠
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
個
人
で
は
浜

田
保
子
さ
ん
が
見
事
優
勝
。
当
日
は

利
き
手
の
指
が
ケ
ガ
を
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
根
性
と
ベ
テ
ラ
ン
の

底
力
を
発
揮
さ
れ
た
。
賞
品
も
生
活

用
品
が
多
く
各
家
庭
が
喜
ぶ
。
今
回
、

中
で
も
地
元
の
新
茶
、
高
級
石
鹸
な

ど
全
員
に
配
布
さ
れ
、
こ
れ
も
複
数

の
会
員
か
ら
差
し
入
れ
が
あ
り
心
か

ら
感
謝
し
て
い
る
。
何
よ
り
、
み
ん

な
が
楽
し
く
無
事
故
で
一
切
が
終
了

し
た
こ
と
が
一
番
で
あ
る
。

　

最
後
に
我
が
ゆ
い
輪
投
げ
ク
ラ
ブ

の
モ
ッ
ト
ー

で
あ
る
「
笑

顔
は
人
を
元

気
に
す
る
」

こ
の
精
神
で

こ
れ
か
ら
も

会
員
と
共
に

頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
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ゆ
い
輪
投
げ
ク
ラ
ブ
　
副
会
長
　

ゆ
い
輪
投
げ
ク
ラ
ブ
　
副
会
長
　
田
邊
　
安
裕

田
邊
　
安
裕

笑
顔
溢
れ
る
ゆ
い
輪
投
げ
ク
ラ
ブ

笑
顔
溢
れ
る
ゆ
い
輪
投
げ
ク
ラ
ブ

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》
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観
劇
（
市
民
劇
場
の
会

員
で
す
）・
コ
ン
サ
ー
ト
・

美
術
館
巡
り
が
大
好
き
で
、

「
劇
団
四
季
」
が
来
る
な
ん

て
聞
い
た
ら
大
喜
び
で
１

人
で
も
観
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
。

昨
年
は
１
回
し
か
行
け
な

く
て
残
念
で
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
１
つ
が
散
歩
。
友
人
達
と
の
夕
方
の
散

歩
は
か
れ
こ
れ
4
、５
年
続
い
て
い
ま
す
。
時
間
を
合

わ
せ
て
出
か
け
、
道
々
１
人
増
え
２
人
増
え
…
大
体
7
、

８
人
が
揃
い
ま
す
。
徳
願
寺
下
の
山
路
を
四
季
折
々
の

移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
そ
ぞ
ろ
歩
き
ま
す
。
桜
・
藤
・

つ
つ
じ
・
木
瓜
・
菜
の
花
・
千
両
・
紅
葉
・
山
茶
花
・

椿
等
々
…
…
次
々
に
咲
き
誇
り
そ
れ
は
見
事
で
す
。
今

は
マ
ス
ク
越
し
に
自
粛
し
な
が
ら
の
会
話
で
す
が
、
以

前
は
他
愛
な
い
話
に
大
笑

い
し
た
り
、
時
に
は
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
で

真
剣
に
意
見
を
交
換
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

気
負
い
な
く
続
け
ら
れ

て
、
健
康
に
も
い
い
し
、

気
分
も
爽
快
。
心
和
む
私

の
『
大
切
な
時
間
』
で
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
に
興
味

を
持
ち
始
め
た
の
は
、

確
か
15
歳
頃
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
近
所

に
マ
ジ
ッ
ク
の
上
手

な
オ
ジ
さ
ん
が
い
ま
し
て
、
町
内
の
宴
会
な
ど
で
い
つ

も
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
父
か
ら
「
面
白
そ
う
だ
か
ら
や
っ
て
み
た
ら
」
と
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。
本
を
読
ん
だ
り
東
京
か
ら
小
道
具
を

取
り
寄
せ
た
り
、
自
分
で
考
え
て
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

会
社
で
も
仲
間
と
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
社
内
の
成
人
式

な
ど
で
披
露
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
手
品
仲
間
の
サ

ッ
ク
ス
奏
者
と
「
ち
ん
ど
ん
家
」
を
立
ち
上
げ
介
護
施

設
な
ど
の
慰
問
や
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
鬼

怒
川
温
泉
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
仲
間
と
出
か
け
た
こ

と
は
楽
し
い
想
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
で
も
運

動
会
の
慰
問
会
な
ど
で
は
マ
ジ
ッ
ク
を
子
供
達
に
教
え

た
り
し
て
好
評
で
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
活

動
出
来
な
い
状
況
で
す

が
、
ウ
ク
レ
レ
を
習
い

始
め
ま
し
た
。
自
分
の

趣
味
で
多
く
の
人
に
笑

顔
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
出
し
物
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
マ
ジ
ッ
ク
」
と
「
ち
ん
ど
ん
家
」

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会

　
三
谷
　
彰
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私
の
大
切
な
時
間

駿
河
区
　
長
田
北
学
区
　
第
2
向
寿
会

　
会
長
　
大
林
　
春
乃

こんなことしています！こんなことしています！
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令
和
３
年
度
新
任
会
長
研
修
会
が

７
月
２
日
は
ー
と
ぴ
あ
清
水
で
開
催

さ
れ
、
今
年
度
新
た
に
単
位
ク
ラ
ブ

の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
新
任
会
長
50

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
遠
藤
会
長
の
「
新
任
会

長
と
し
て
の
心
構
え
」
に
つ
い
て
の

講
話
の
後
、内
田
事
務
局
長
か
ら「
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
組
織
と
運
営
」

の
説
明
が
あ
り
、
後
半
は
、
石
川
副

会
長
か
ら
「
新
任
会
長
」
に
期
待
す

る
こ
と
、
渋
川
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
望

月
会
長
か
ら
「
新
任
会
長
体
験
談
」

新
任
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

新
任
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

と
講
義
が
続
き
、
最
後
に
事
務
局
か

ら
最
近
リ
ニ
ュ
―
ア
ル
さ
れ
た
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
紹
介
と
積
極
的
な
利
用
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
新
任
会
長
同
士
の
交
流
と

情
報
交
換
を
兼
ね
た
話
し
合
い
の

場
・
グ
ル
ー
プ
協
議
が
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
行
え
ず
、
残
念
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
の
新
任
会
長
の
皆
さ
ん

は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
研
修

に
臨
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　

出典：「令和3年度版　老人クラブリーダー必携　　
　　　（発行：公益財団法人全国老人クラブ連合会）」

1. 活動の記録保存と継承
2.会計の透明性
3.会員の安全対策

リーダーの基本的な３つの留意事項
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
女
性
委
員
会
で「
詐
欺
防
止
ビ
デ
オ
」制
作
中
！

　

３
区
そ
れ
ぞ
れ
で
寸
劇
の
台
本
を
考
え
、
演
じ
て
い
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
ら
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詐
欺
防
止
ビ
デ
オ

詐
欺
防
止
ビ
デ
オ  

製
作
中

製
作
中
‼‼

シニアクラブ静岡市シニアクラブ静岡市
公式ホームページがリニューアル！公式ホームページがリニューアル！

新しいホームページでできることって……？新しいホームページでできることって……？
・活動の様子や、今後の予定を確認で・活動の様子や、今後の予定を確認できる！きる！
・過去の会報誌の閲覧ができる！・過去の会報誌の閲覧ができる！
・他の地区や自分の所属しているシニアクラブの情報をみることができる！・他の地区や自分の所属しているシニアクラブの情報をみることができる！

是非ご覧ください是非ご覧ください！　URL:http://www.sc-shizuokasi.jp/！　URL:http://www.sc-shizuokasi.jp/
公式ホームページ

入口

活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　
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令
和
２
年
11

月
12
日
木
曜
日
、

８
時
40
分
出
発
。

曇
空
。
気
温
13

度
、
肌
寒
い
朝

で
あ
る
。

　

桜
橋
か
ら
富

士
の
姿
、
国
１

を
静
岡
方
面
へ

右
手
に
目
指
す
竜
爪
山
、
中
吉
田
を
右

折
し
平
山
方
面
へ
。
平
山
温
泉
入
口
を

過
ぎ
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
更
に
進

む
、
坂
が
急
勾
配
に
な
り
落
石
注
意
の

看
板
が
目
立
つ
。
穂
積
神
社
登
山
口
に

９
時
50
分
着
。

　

空
に
真
っ

す
ぐ
伸
び
る

杉
木
立
、
紅

葉
が
美
し
い

「
天
と
地
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
の
看
板
。
竜
爪
山

の
由
来
に
は
「
竜
爪
山
は
薬
師
岳
と
文

珠
岳
を
総
称
し
た
呼
び
名
、
名
の
由
来

は
日
本
武
尊
が
東
征
の
と
き
、
山
か
ら

時
雨
が
襲
っ
て
き
て
衣
を
濡
ら
し
た
こ

と
か
ら
時
雨
峰
、
時
雨
匝
め
ぐ
る

山
と
書
き
、

時し
ぐ
れ
そ
う
ざ
ん

雨
匝
山
と
読
ん
だ
こ
と
か
ら
『
リ
ウ

そ
う
ざ
ん
』
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
、ま
た
、

山
頂
に
雲
が
な
び
き
竜
が
降
り
て
誤
っ

て
木
の
枝
に
爪
を
落
と
し
た
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
信
仰
の
対
象
と
し
て
人
々
の

生
活
に
密
着
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
」
と
。

　

車
内
温
度
は
８
度
、
10
時
に
登
山
開

始
。
樹
齢
５
０
０
年
の
大
木
夫
婦
杉
、

杉
の
根
が
登
山
道
の
足
場
と
な
り
急
な

坂
も
滑
ら
ず
に
進
め
ま
す
。
途
中
何
箇

所
か
足
場
階
段
が
続
き
息
切
れ
が
ひ
ど

く
な
り
ま
し
た
。
登
山
し
て
い
る
の
は

私
１
人
、
段
差
も
50
セ
ン
チ
程
も
あ
り

木
の
枝
を
杖
代
わ
り
に
、
手
す
り
の
冷

た
い
こ
と
、
手
袋
も
な
く
か
じ
か
ん
で
、

メ
モ
も
う
ま
く
書
け
な
い
状
態
で
し
た
。

　

11
時
、
１
０
５
１
m
の
薬
師
岳
に
到

着
、
山
頂
は
杉
木
立
で
下
界
が
見
え
ま

せ
ん
。
休
ま
ず
に
展
望
台
が
あ
る
と
い

う
文
珠
岳
へ
。
砂
防
ク
イ
と
か
水
は
け

用
パ
イ
プ
な
ど
登
山
者
の
安
全
の
た
め

に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

視
界
が
パ
ッ
と
開
け
た
所
が
文
珠
岳

１
０
４
１
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
展
望
台
で

す
。
11
時
30
分
着
、
気
温
14
度
、
三
保

の
真
崎
が
竜
の
爪
、
左
に
は
清
水
港
、

沼
津
伊
豆
半
島
。
テ
ー
ブ
ル
や
丸
太
の

椅
子
な
ど
地
元
の
愛
好
家
が
点
検
し
て

下
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

喜
寿
を
迎
え
る
人
生
の
想
い
出
に
と

挑
戦
し
た
３
時
間
の
竜
爪
山
初
登
山
。

「
何
も
な
い
喜
寿
の
記
念
に
竜
爪
山
」

山
頂
で
記
念
の
一
句
。（
西
ヶ
谷
光
男
）
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静岡の旅

竜爪の由来たずねて初登山

第25回

写真（左）：左「文珠岳」、右「薬師岳」
写真（右）：竜爪山周辺図　　　　　　

　　　　　
画像提供：日本山岳会静岡支部

登山道登山道
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令和3年11月15日（月）

A から E の順に並べると、
ひとつのことばになります。 A B C D E

AA

BB

CC

D D 

E E 
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自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）。
一部のタイプでは特定感染症に感染した場合や、他人の物を壊したり、

他人にケガをさせた場合も対象となります。

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社（担当課）医療・福祉法人部   TEL.03-3515-4143

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から17：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉

●2021年4月始期契約より24時間型のすべてのタイプに「特定感染症危険補償特約（新型コロナウイルス感染
症を含む）」が追加されました。
●保険の対象となる方は老人クラブ会員に限ります。1人1口加入で年齢制限はありません。加入手続きは所属の
老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体保険です。

②掛金払込の条件：

③補償内容・掛金タイプ：「24時間型：4タイプ」・「活動型：2タイプ」の6タイプから1人１つ選択してください。
複数口加入はできません。

加入申込の人数に関わらず１回の払込につき掛金総額３,０００円以上（追加の場合も同様）
※払込手数料は加入申込者負担となります。老人クラブ・会員個人には保険証券・領収証は発行されません。

2021年10月始期
2022年  4月始期版

補償内容のうち上段は老人クラブ活動中のケガの補償額、下段（   ）内は老人クラブ活動中以外のケガの補償額です。
④掛金内容・補償内容【下記◆重要◆と併せてご確認ください】

傷　害　保　険 〈掛金・補償内容〉

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。自分のケガは対象になりません。
賠 償 責 任 保 険

① 対　象：
③ 掛　金：

② 保険期間：
④ 補　　償：

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

毎年10月から1年間（中途加入可）
支払限度額1億円

〈掛金・補償内容〉

改 定

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・
総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説
明書」をよくお読みください。詳細は、ご契約者である団体の
代表者にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な
点がある場合には、代理店までお問い合わせください。

2021年3月作成　20-TC10866

①保険始期月
　および保険期間

保険始期月
2021年10月
2022年4月

保険期間
2021年10月1日午後4時から1年間
2022年4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2021年7月15日～9月15日まで
2022年1月15日～3月15日まで

（１）「所属する単位クラブが予め計画・実施する活動」および
（２）「市区町村（地区・校区）から全国までの各連合会が主催

する活動イベント」ならびに
（３）「老人クラブ関係者として他団体の活動」への参加・往復

途上を含みます。
（４）事故証明者：単位クラブ関係者、参加した主催老連関係者

⑥（注1）往復途上とは、自宅(マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む)を出てから、クラブ活動場所までの通常経路を指します。
⑦（注2）後遺障害保険金は､死亡保険金と合算した金額が補償の上限額となります。後遺障害の程度に応じて､後遺障害保険金の4％～100％が支払われます。2021年4月始

期契約より、全タイプで後遺障害保険金が対象となりました。
⑧（注3）手術保険金として、入院中は入院保険金日額の10倍、外来（入院中以外）は5倍がお支払対象となります。傷の処置や抜歯等お支払いの対象外の手術があります。
⑨（注4）特定感染症危険補償特約。2021年4月始期契約より24時間型の全タイプに追加となりました。新型コロナウイルス感染症を含む特定感染症を発病した場合に、後遺

障害保険金、入院保険金、通院保険金について（除く死亡保険金、手術保険金）補償の対象となります。
⑩（注5）特定感染症、地震・噴火・津波危険補償、熱中症危険補償はクラブ活動中・活動以外を問わず24時間対象ですが、補償額はⒶ死亡保険金（除く特定感染症補償）、Ⓑ後

遺障害保険金、Ⓒ 入院保険金日額、Ⓓ通院保険金日額の下段（ ）内の補償額（活動中以外の補償額）となります。
⑪（注6）1事故について1億円を限度に保険金をお支払いします。自動車等を運転中に生じた事故については対象外となります。

◆重要◆

⑤【クラブ活動中とは】

タイプ

補償内容

対象となる保険金

対象となる保険金

対象となる保険金

（A死亡保険金は対象外です）

（保険金額）

クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。 クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)の

ケガを補償します。
1名あたりの
年間掛金

【補償額】上段：活動中のケガの補償額　下段：（活動中以外のケガの補償額）

24時間型補償充実 活  動  型

8,000円 5,000円 3,500円 1,000円 500円12,000円

新

（注2）

（注3）

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額
１事故につき30日限度

１事故につき30日限度

（注6）（自転車事故も含む）
個人賠償責任補償

（注4）

（注5）

（新型コロナウイルス感染含む）
特定感染症危険補償

地震・噴火・津波
  危険補償

熱中症危険補償

A

A

B

C

D

（注5）B C D

B C D

（注5）A B C D

321万円
（151万円）
321万円
（151万円）
6,300円
（2,300円）
3,700円
（1,100円）

185万円
（100万円）
185万円
（100万円）
3,200円
（1,200円）
2,050円
（750円）

172万円
（87万円）
172万円
（87万円）
3,050円
（1,050円）
1,950円
（650円）

106万円
（61万円）
106万円
（61万円）
1,800円
（800円）
1,150円
（500円）

85万円

85万円

2,000円

1,300円

45万円

45万円

1,000円

650円

1億円限度 1億円限度
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

風
吹
き
て
川
面
の
桜
筏
な
り

　
駿
河
区　

川
原
学
区　

川
原
上
長
寿
会　

新
村　

敬
子

餌
や
り
に
鴨
白
鷺
も
カ
ラ
ス
ま
で

　
清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

さ
み
ど
り
に
光
る
足
久
保
新
茶
摘
み

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

三
重
野
隆
志

青
天
に
雲
飛
ば
さ
れ
し
春
の
風

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

城
内　

良
子

さ
え
ず
り
と
萌
木
の
中
の
竹
の
秋

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

玲
子

花
ひ
ら
り
孫
の
開
い
た
手
の
な
か
に

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

小
原　

民
子

公
園
の
吉
野
は
散
り
て
八
重
が
咲
く

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

田
辺　

久
之

池
の
鯉
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
に
風
光
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

前
田
か
ね
子

菜
の
花
の
苦
み
も
味
も
深
み
な
り

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
富
美
子

垣
根
越
し
白
雪
の
ご
と
雪
柳

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕

白
梅
は
紅
梅
あ
り
て
輝
き
ぬ

　
葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　
　

曻

　
蓮
華
冠
君
に
か
け
た
り
照
れ
か
く
し

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

行
雄

萌
黄
色
新
芽
を
摘
み
て
か
を
り
か
ぐ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

岩
田　

幸
子

風
薫
る
子
ど
も
の
声
が
な
ぐ
さ
め
に

　
葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

鷲
津　

節
子

夏
用
の
手
縫
い
の
マ
ス
ク
カ
ラ
フ
ル
に

　
葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

堺　

八
重
子

一
歩
一
歩
杖
を
頼
み
の
花
見
か
な

　
葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

す
ゑ

風
に
乗
り
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮わ
た

大
空
に

　
葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪　

信
恵

制
服
も
笑
顔
も
眩
し
更
こ
ろ
も
が
え衣

　
葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

更こ
ろ
も
が
え衣
遠
き
山
河
へ
旅
心

　
葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

吊
橋
を
駆
け
抜
く
孫
や
山
笑
ふ

　
葵
区　

安
東
学
区　

さ
つ
き
会　

杉
山　

篤
男

夏げ
あ
ん
ご

安
居
や
四し

い囲
に
余
韻
の
鐘
の
音

　

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

名
月
や
中
津
の
宮
に
松
の
影

　
葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

俳
句

会
員
文
芸
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

変
異
株
心
に
あ
る
あ
る
お
偉
方

　
清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

齢
な
の
か
脂
ぎ
れ
な
り
踵
か
か
と
ひ
び皹

　
清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

週
一
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
楽
し
み
や

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

向
山　

真
弓

お
も
て
な
し
新
型
コ
ロ
ナ
で
無
駄
使
い

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

水
野　

敏
男

川
柳

◎
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た

い
た
め
１
人
各
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

◎
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・

ク
ラ
ブ
名
・
筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

◎
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専

門
委
員
会
に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

◎
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

◎
「
こ
の
記
事
が
良
か
っ
た
」「
こ
ん
な
記
事

が
読
み
た
い
（
特
集
を
組
ん
で
ほ
し
い
）」

な
ど
、
ご
意
見
、
ご
要
望
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
紙
面
上
に
て
適
宜
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

〒４２０−０８５４
静岡市葵区城内町 1 番 1 号　静岡市中央福祉センター 3 階

シニアクラブ静岡市事務局

原

稿

募

集

梅
ま
つ
り
気
づ
け
ば
桜
蕾
あ
り

　
　

早
く
咲
け
よ
と
幹
に
声
掛
け

　
清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

散
歩
道
友
人
に
逢
い
足
止
め
て

　
　

2
メ
ー
ト
ル
離
れ
話
つ
き
な
い

　
葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

桑
原　

文
江

親
友
と
探
す
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

　
　

今
は
懐
か
し
い
青
春
の
時

　
葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

小
澤　

と
よ

伊
豆
の
旅
霧
の
切
れ
間
の
山
里
は

　
　

額
縁
入
り
の
絵
を
見
る
如
き

　
清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
新
草
薙
町　

花
田　

ふ
き

短
歌

咲
く
花
は
季
節
を
知
ら
す
匂
い
だ
よ

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

嬉
し
さ
や
孫
の
背
中
に
ラ
ン
ド
セ
ル

　
葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

高
明

ラ
ン
ド
セ
ル
入
学
孫
の
背
嬉
し
い
な

　
葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

幸
子

強
風
で
飛
ん
で
け
コ
ロ
ナ
空
の
果
て

　
葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

安
田
き
み
ゑ

コ
ロ
ナ
禍
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
い
つ
抜
け
る

　
葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

榊
原　

藤
雄
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

編
集
後
記

編
集
後
記

◎
大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

○
西
ヶ
谷
光
男
（
清
水
区　

清　

水
）

　

八
木　

春
馬
（
葵　

区　

井　

宮
）

　

松
原　

三
郎
（
葵　

区　

美　

和
）

　

戸
塚　
　

享
（
駿
河
区　

東
豊
田
）

　

水
上　

康
行
（
清
水
区　

高　

部
）

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

甲州街道と
中山道合流の街

交流ウォーキング開催!!
2021年 秋 シニアクラブ静岡市

ー しもすわ ー

諏訪大社をはじめ、街道合流の地として史
跡が残る街をゆっくりウォーキングしま
しょう!!
下諏訪駅近くからスタートし、街を一周す
るコース（約３キロ）です。
（ウォーキングマップご用意）

静岡駅・清水駅7：30頃＝（貸切バスにて・途中休憩あり）＝＝＝
＝10：20　下諏訪ウォーキング（約3キロ）　12：20　＝＝＝
＝12：50　おぎのや諏訪店（昼食・峠の釜めし）13:40　＝＝＝　
＝13：50　諏訪大社上社本宮　14:30＝（途中休憩あり）＝＝＝
17：00頃清水駅・静岡駅

静岡駅・清水駅7：30頃　＝（貸切バスにて・途中休憩あり）＝	

＝11：00　下諏訪ウォーキング（約3キロ）13：00＝	

（貸切バスにて途中休憩あり）＝　17：00頃 清水駅・静岡駅

甲州街道と中山道合流の街
ーしもすわー

諏訪大社をはじめ、街道合流の地として
史跡が残る街をゆっくりウォーキングしま
しょう！！ 
下諏訪駅近くからスタートし、 
街を一周するコース（約３キロ）です。 

（ウォーキングマップご用意）

２０２１年 秋 シニアクラブ静岡市 

交流ウォーキング開催！！

近日募集予定、お楽しみに

 1

　

コ
ロ
ナ
の
収
束
は
い
つ
？　

と
心
待
ち
に

す
る
日
々
で
す
。
長
ら
く
自
粛
生
活
が
続
き

各
事
業
は
中
止
と
な
っ
た
令
和
２
年
で
し
た

が
、
市
老
連
だ
よ
り
は
休
刊
も
せ
ず
、「
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
」
と
編
集
内
容
を
工
夫

し
委
員
が
力
を
込
め
て
作
業
に
邁
進
し
て

31
・
32
号
を
皆
さ
ん
に
届
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
し
て
33
号
は
広
報
委
員
の
半
数

入
れ
替
え
と
な
り
ま
し
た
が
３
区
（
葵
区
・

駿
河
区
・
清
水
区
）
の
活
動
を
平
等
に
趣
向

を
こ
ら
し
編
集
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
愛

読
し
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
こ
れ
か
ら
も

皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
楽
し
く
充

実
し
た
内
容
の
誌
面
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
会
員
文
芸
へ
の
多
く
の
方
の

投
稿
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。（大

石
眞
由
美
）
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◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り 

」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛

頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の

向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。


